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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回    次
第39期
第３四半期
連結累計期間

第40期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

第40期
第３四半期
連結会計期間

第39期

会計期間

自  平成21年
　　６月１日
至  平成22年
　　２月28日

自  平成22年
　　６月１日
至  平成23年
　　２月28日

自  平成21年
　　12月１日
至  平成22年
　　２月28日

自  平成22年
　　12月１日
至  平成23年
　　２月28日

自  平成21年
    ６月１日
至  平成22年
    ５月31日

売上高 (千円) 1,308,5861,292,018362,575 379,6351,795,837

経常損失(△) (千円) △307,089△208,687△127,898△98,142△386,997

四半期(当期)純損失
（△）

(千円) △305,411△215,107△118,225△100,458△362,263

純資産額 (千円) ─ ─ 1,446,1751,186,9671,398,208

総資産額 (千円) ─ ─ 3,816,7843,810,1373,709,717

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 150.39 121.90 143.53

１株当たり四半期
(当期)純損失金額（△）

(円) △31.75 △22.09 △12.29 △10.32 △37.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 37.9 31.2 37.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △55,112△233,039 ─ ─ △69,091

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,882 19,566 ─ ─ △23,555

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △57,384 230,637 ─ ─ △101,300

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 222,911 154,743 137,578

従業員数
[外、平均臨時
雇用者数]

(名) ─ ─
150
[8]

145
[4]

153
[3]

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四

半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。

４　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社について異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年2月28日現在

従業員数(名)
 

145(4)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　当社グループの事業は単一セグメントであるため、セグメントごとの従業員は記載しておりません。

３　従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年2月28日現在

従業員数(名)
 

109(4)

(注) １　従業員は就業人員であります。

２　従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における製品区分別生産実績を示すと次のとおりであります。
　

区　　　　　分 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

形鋼加工機 225,088 80.7

丸鋸加工機 24,100 △67.4

その他 145,110 56.1

             合　　　　　計 394,298 35.3

(注)　金額は販売価格により表示しており、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当社グループは見込生産のため、受注状況の記載を省略いたします。
　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における品目区分別販売実績を示すと次のとおりであります。
　

区　　　　　分 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

　  形鋼加工機 151,816 15.5

　  丸鋸加工機 60,578 △18.1

製　品  金型 44,655 2.4

　  その他 42,284 △18.1

　  　　　小　　　計 299,333 △0.4

　部　品 65,949 37.7

　サービス 14,352 1.6

　合　　　　　　計 379,635 4.7

(注)　１　主な相手先別の販売実績及びそれぞれの総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社山善 68,870 19.0 88,214 23.2

マツモト産業株式会社 71,672 19.8 44,214 11.6

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1)　業績の状況

EDINET提出書類

タケダ機械株式会社(E01508)

四半期報告書

 4/26



当第３四半期連結会計期間（平成22年12月1日～平成23年2月28日）におけるわが国経済は、輸出回復

や経済対策の効果などにより、緩やかな持ち直しの動きが見られました。しかしながら、個人消費の低迷

や円高、デフレの進行などの懸念により、依然先行き不透明な状況で推移しました。

当社主力の形鋼加工機関連におきましては、建築鉄骨の需要が依然として記録的な低水準で推移して

いることから、設備投資計画も先送り傾向が続いておりますものの、資金力のあるユーザーにおいては合

理化設備投資計画も徐々に増加しております。また、丸鋸加工機関連におきましても、主力の自動車部品

加工業の設備投資計画も見直しや先送り傾向が強く、総じて弱含み基調で推移しました。

このような状況の下、当社独自のオリジナル機や客先別仕様機の提案営業を積極的に推進してまいり

ました。また、海外輸出におきましては積極的な販売活動計画展開をしてまいりました結果、期中におき

ましての成約高は増加しておりますが、客先への納入のずれ込む物件が発生していることから依然とし

て厳しい状況が続いております。

売上高を主要区分別に示すと、製品は299百万円（形鋼加工機は151百万円、丸鋸加工機は60百万円、金

型は44百万円、その他は42百万円）、部品は65百万円、サービスは14百万円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は379百万円(前年同期比4.7％増）、営業損失は96百

万円（前年同期は営業損失132百万円）、経常損失は98百万円（前年同期は経常損失127百万円）、四半期

純損失は100百万円（前年同期は四半期純損失118百万円）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

(総資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は3,810百万円となり、前連結会計年度末に比べ

100百万円増加となりました。これは主に棚卸資産が118百万円増加、売上債権が59百万円増加したこと

等によるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は2,623百万円となり、前連結会計年度末に比べ311

百万円増加となりました。これは主に借入金が252百万円増加したこと等によるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は1,186百万円となり、前連結会計年度末に比べ

211百万円減少となりました。これは主に利益剰余金が214百万円減少したことによるものであります。

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、154百万円とな

り、第２四半期連結会計期間末に比べて18百万円の増加となりました。（前年同四半期末残高222百万

円）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少123百万円、税金等調整前四半期純損失98百万

円等により14百万円の収入（前年同四半期は31百万円の収入）となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻しによる収入51百万円、定期預金の預入れに

よる支出40百万円等により1百万円の収入（前年同四半期は15百万円の収入）となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出824百万円、短期借入れによる収

入817百万円、長期借入金の返済による支出117百万円、長期借入れによる収入130百万円等により2百万

円の収入（前年同四半期は31百万円の収入）となりました。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5)　研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年2月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年4月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,200,00010,200,000
大阪証券取引所JASDAQ
（スタンダード）

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
単元株式数　1,000株

計 10,200,00010,200,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成22年12月１日～
平成23年2月28日

─ 10,200,000─ 1,874,083─ ─

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年11月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年11月30日現在

区　　　　　分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　　　　　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 33,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式（相互保有株式）

普通株式　980,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,113,000
9,113 同　上

単元未満株式
普通株式

74,000
― 同　上

発行済株式総数 10,200,000― ―

総株主の議決権 ― 9,113 ―

(注)　単元未満株式には当社所有の自己株式573株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

33,000 ─ 33,000 0.32

（相互保有株式）
タケダ精機株式会社

石川県能美市
吉光町ト72-1

980,000 ─ 980,000 9.61

計 ― 1,013,000 ─ 1,013,0009.93

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年 
6月

　　　　　7月 　　　　　8月 　　　　　　9月
　　　　   10
月

　　　　   11
月

　　 　　 　　　　
　　   12月

平成23年　　
　　１月

　　　　　2月

最高(円) 57 57 56 66 55 58 82 105 110

最低(円) 47 50 50 52 49 51 54 64 76

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所JASDAQ（スタンダード）におけるものであり、それ以前

は大阪証券取引所（JASDAQ市場）におけるものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年12月1日から平成22年2月28日まで)及び前第３四半期連結累

計期間(平成21年6月1日から平成22年2月28日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３

四半期連結会計期間(平成22年12月1日から平成23年2月28日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22

年6月1日から平成23年2月28日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年12月1

日から平成22年2月28日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年6月1日から平成22年2月28日まで)

に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年12月1日から平成23年2月28日まで)

及び当第３四半期連結累計期間(平成22年6月1日から平成23年2月28日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、アーク監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 263,543 282,478

受取手形及び売掛金 389,491 330,247

製品 572,175 507,600

原材料 304,288 264,948

仕掛品 64,106 49,681

その他 18,318 17,380

貸倒引当金 △167 △201

流動資産合計 1,611,757 1,452,136

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 821,178

※１
 862,464

土地 1,021,729 1,021,729

その他（純額） ※１
 120,609

※１
 140,668

有形固定資産合計 1,963,517 2,024,862

無形固定資産

のれん 26,167 32,205

その他 43,251 44,357

無形固定資産合計 69,418 76,562

投資その他の資産

その他 203,671 195,722

貸倒引当金 △38,227 △39,566

投資その他の資産合計 165,444 156,156

固定資産合計 2,198,380 2,257,581

資産合計 3,810,137 3,709,717

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 192,294 116,289

短期借入金 572,000 911,000

1年内返済予定の長期借入金 503,706 341,970

未払法人税等 8,315 10,764

賞与引当金 12,091 25,910

製品保証引当金 3,947 3,639

その他 131,970 120,813

流動負債合計 1,424,324 1,530,387

固定負債

長期借入金 1,115,129 685,662

その他 83,716 95,459

固定負債合計 1,198,845 781,121
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

負債合計 2,623,170 2,311,508

純資産の部

株主資本

資本金 1,874,083 1,874,083

利益剰余金 △596,233 △381,683

自己株式 △86,736 △86,454

株主資本合計 1,191,113 1,405,945

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,146 △7,736

評価・換算差額等合計 △4,146 △7,736

純資産合計 1,186,967 1,398,208

負債純資産合計 3,810,137 3,709,717
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成23年２月28日)

売上高 1,308,586 1,292,018

売上原価 1,101,463 1,026,324

売上総利益 207,122 265,694

販売費及び一般管理費 ※１
 537,038

※１
 488,052

営業損失（△） △329,915 △222,358

営業外収益

受取利息 546 328

受取配当金 785 945

仕入割引 6,625 6,169

受取賃貸料 6,594 1,980

助成金収入 39,757 36,906

その他 9,667 6,851

営業外収益合計 63,977 53,180

営業外費用

支払利息 30,072 31,902

その他 11,079 7,607

営業外費用合計 41,151 39,509

経常損失（△） △307,089 △208,687

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,804 1,373

製品保証引当金戻入額 1,511 －

投資有価証券売却益 － 15

特別利益合計 4,315 1,389

特別損失

固定資産売却損 － 69

固定資産除却損 256 750

特別損失合計 256 820

税金等調整前四半期純損失（△） △303,030 △208,117

法人税、住民税及び事業税 7,020 6,989

法人税等還付税額 △4,639 －

法人税等合計 2,381 6,989

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △215,107

四半期純損失（△） △305,411 △215,107
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年12月１日
　至 平成23年２月28日)

売上高 362,575 379,635

売上原価 329,070 322,097

売上総利益 33,504 57,538

販売費及び一般管理費 ※1
 166,478

※1
 153,801

営業損失（△） △132,973 △96,263

営業外収益

受取利息 208 91

受取配当金 317 434

仕入割引 1,963 2,029

受取賃貸料 2,161 660

助成金収入 10,947 7,847

その他 2,089 746

営業外収益合計 17,688 11,809

営業外費用

支払利息 9,176 10,974

その他 3,436 2,714

営業外費用合計 12,613 13,688

経常損失（△） △127,898 △98,142

特別利益

貸倒引当金戻入額 866 46

製品保証引当金戻入額 744 －

特別利益合計 1,610 46

特別損失

投資有価証券評価損 △10,424 －

固定資産除却損 20 32

特別損失合計 △10,403 32

税金等調整前四半期純損失（△） △115,885 △98,128

法人税、住民税及び事業税 2,340 2,329

法人税等合計 2,340 2,329

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △100,458

四半期純損失（△） △118,225 △100,458
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △303,030 △208,117

減価償却費 85,586 81,440

のれん償却額 7,848 6,038

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,804 △1,373

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,967 △13,819

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,511 308

受取利息及び受取配当金 △1,332 △1,273

助成金収入 △39,757 △36,906

支払利息 30,072 31,902

固定資産除却損 256 750

売上債権の増減額（△は増加） 203,029 △57,877

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,573 △118,339

仕入債務の増減額（△は減少） △38,181 76,004

その他 △12,042 7,885

小計 △88,260 △233,376

利息及び配当金の受取額 1,347 1,281

利息の支払額 △30,011 △31,793

法人税等の支払額 △9,121 △9,309

法人税等の還付額 18,383 －

助成金の受取額 41,255 36,284

その他 11,293 3,875

営業活動によるキャッシュ・フロー △55,112 △233,039

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △17,625 △7,322

有形固定資産の売却による収入 － 2,000

無形固定資産の取得による支出 △3,500 △7,490

投資有価証券の取得による支出 △7,909 △1,011

貸付けによる支出 △2,240 △500

貸付金の回収による収入 2,329 2,311

定期預金の預入による支出 △128,700 △117,500

定期預金の払戻による収入 172,800 153,600

その他 △11,271 △4,521

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,882 19,566
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成23年２月28日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △3,000,000 △3,003,000

短期借入れによる収入 3,064,000 2,664,000

長期借入金の返済による支出 △254,875 △309,797

長期借入れによる収入 150,000 901,000

自己株式の取得による支出 △301 △541

リース債務の返済による支出 △5,843 △10,155

割賦債務の返済による支出 △10,230 △10,230

配当金の支払額 △134 △639

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,384 230,637

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,614 17,164

現金及び現金同等物の期首残高 331,525 137,578

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 222,911

※1
 154,743
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年６月１日  至  平成23年２月28日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」
（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関
する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年
３月31日）を適用しております。
なお、これによる影響はありません。

　
【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年６月１日  至  平成23年２月28日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しております。

　
　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間
 (自　平成22年６月 1日 
 　至　平成23年２月28日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

 
　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会

計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒

見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

 
　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して

は、実施棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実施

棚卸を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、

収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

 
 

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

４　法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算

項目を重要なものに限定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末
(平成22年５月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額  2,666,892千円※１ 有形固定資産の減価償却累計額　 2,641,445千円

 ２　受取手形割引高

 

55,592千円

 
　

　２　受取手形裏書譲渡高

  　  受取手形割引高

10,902千円

　　　76,153千円
　

３　当社グループは運転資金の効率的な調整を行うた

め取引銀行２行と当座貸越契約を締結しておりま

す。

これらの契約に基づく当第３四半期連結会計期間

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

    当座貸越極度額　　　　　　　   956,000千円
      借入実行残高               　  471,000千円
      差引額　　　　　　　　　   　  485,000千円

 ３　当社は運転資金の効率的な調整を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約を締結しております。

 これらの契約に基づく当連結会計年度末の借入

未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額　　　　　　　 　764,000千円
借入実行残高                   564,000千円
差引額　　　　　　　　　       200,000千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成23年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与　　　　　　　 145,140千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　 4,510千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与　　　　 　 　 137,901千円

賞与引当金繰入額　　　　　　 　 　 4,031千円　　

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与　　　　　　　　46,811千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　 　4,510千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料及び賞与　              42,884千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　 　　4,031千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成23年２月28日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 329,311千円

預入期間が３か月超の定期預金 △106,400千円

現金及び現金同等物 222,911千円
 

２　重要な非資金取引
当第３四半期連結累計期間に計上したファイナンス
・リース取引に係る資産の額は15,800千円でありま
す。

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 263,543千円

預入期間が３か月超の定期預金 △108,800千円

現金及び現金同等物 154,743千円
 

２　重要な非資金取引
当第３四半期連結累計期間に計上したファイナンス
・リース取引に係る資産の額は6,682千円でありま
す。
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年２月28日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年６月１日 

至  平成23年２月28日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,200,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 463,148

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年２月28日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年６月１日  至  平成22年２月28日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械関連事業の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセ

グメントはありませんので、開示を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年２月28日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年６月１日  至  平成22年２月28日)

　  本邦以外の国、又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。　　　　　　　

　　　　　　　　　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年２月28日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年６月１日  至  平成22年２月28日)

海外売上高が連結売上高10％未満であるため、記載を省略しております。

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年６月１日  至  平成23年２月28日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年12月１日  至  平成23年２月28日)

　当社及び連結会計期間の事業は、工作機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略し　　　てお

ります。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

(金融商品関係)

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっ

ており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　
科目 四半期連結貸借対照表計

上額（千円）
時価（千円） 差額(千円）

長期借入金（１年内返済
予定の長期借入金を含
む）

1,618,835 1,647,405 28,570

　（注）　金融商品の時価の算出方法

　　　長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）

これらの時価については、元利金の合計を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割

り引いた現在価値により算定しております。
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(資産除去債務関係)

　当第３四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

当社は、事務所等の不動産賃借契約に基づき、退去時における原状回復に係る債務を有しております

が、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現時点において将来退去する予定もないこと

から、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を

計上しておりません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末
(平成22年５月31日)

　 　

　 121.90円
　

　 　

　 143.53円
　

　
２．１株当たり四半期純損失金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成23年２月28日)

１株当たり四半期純損失（△）　　　　　　△31.75円
 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半
期純損失であるため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失（△）　　　　  　△22.09円
 
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四
半期純損失であるため、記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成23年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△305,411 △215,107

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △305,411 △215,107

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 9,618,283 9,739,065
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

１株当たり四半期純損失（△）　　　　　 　△12.29円
 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四半
期純損失であるため、記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失（△）　　　　　 　△10.32円
 
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在せず、また、１株当たり四
半期純損失であるため、記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△118,225 △100,458

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △118,225 △100,458

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 9,616,851 9,737,416

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年４月13日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    南出　浩一    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    赤荻　隆   　 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケ

ダ機械株式会社の平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年６月１日から平成22

年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の平成22

年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年４月13日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    南出　浩一    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    米倉　礼二    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケ

ダ機械株式会社の平成22年６月１日から平成23年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年12月１日から平成23年２月28日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年６月１日から平成23

年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の平成23

年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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